
15. 11.  1

に中央公民館

つどい」を行

５８年４月２日

まれた方です。

民基本台帳に登録されている方

定です。なお、会場の都合によ

とに２回に分けて行います。［１
中学校・西中学校・下里中学校

目］＝午後２時から、東中学校・
中央中学校の各通学区域の方

教育係�７０・７７８４へ。

る
「（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
機
能
の
検
討
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
計
画
上
さ
ま

ざ
ま
な
住
民
活
動
の
支
援
を
目
的

に
、市
民
活
動
団
体
の
情
報
収
集
・

提
供
や
人
材
育
成
な
ど
の
役
割
を

担
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
先
進
の
同
セ
ン
タ
ー
が
取
り

組
ん
で
い
る
多
様
な
活
動
事
例
の

話
を
伺
い
、
東
久
留
米
の
同
セ
ン

タ
ー
の
具
体
的
な
設
置
に
向
け
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
そ
の
あ
り

方
を
一
か
ら
考
え
て
い
く
会
を
開

　
　

月
９
日
（
日
）
〜　

日
（
土
）

１１

１５

の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
で
も
防
火
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
【
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
】い
ざ
火

災
が
起
き
る
と
、
慌
て
て
し
ま
い

何
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
自
治
会
や
事
業
所
で
行
う

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
　
【
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
】

火
災
で
亡
く
な
る
半
数
以
上
は
高

齢
者
（　

歳
以
上
）
の
方
で
す
。

６５

　

そ
こ
で
、
①
高
齢
者
の
部
屋
は
、

一
つ
だ
け
で
な
く
二
つ
の
方
向
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
隣
近
所
の
方
が
気
を
付
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
【
放
火
に
ご
注
意
】放
火
や
放
火

の
疑
い
に
よ
る
火
災
が
、
出
火
原

因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
家

の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

住
宅
防
火　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

　

☆
３
つ
の
習
慣

　

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
　

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

　

☆
４
つ
の
対
策

　

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
報
知
機
を
設
置
す
る

　

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る

　

③
火
災
を
小
さ

い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消

火
器
等
を
設
置
す
る

　

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

�
　
　

月
９
日
（
日
）
に
は
「
鉄
腕

１１
ア
ト
ム
」
が
１
日
消
防
署
長
と
し

て
来
署
し
、
午
前　

時
か
ら
市
役

１０

所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
等
で
記
念
撮

影
会
等
を
行
い
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た

　

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

願
っ
て
、
東
久
留
米
消
防
署
が
募

集
し
た
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」
の
入

賞
作
品
が
応
募
総
数
３
０
７
点
の

中
か
ら
決
ま
り
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
お
よ
び
市
内
の
幼
稚

園
児
が
描
い
た
消
防
自
動
車
の
絵

を
、　

月
９
日
（
日
）
〜　

日

１１

１４

（
金
）市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で

展
示
し
ま
す
。

　

月
９
日（
日
）は
鉄
腕

１１ア
ト
ム
が
１
日
消
防
署
長

　

ま
た
、
今
回
最
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
た
伊
藤
早
紀
さ
ん
の
作
品
は
、

火
災
予
防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
、
市
内
事
業
所
、
自
治
会
等
に

配
布
し
掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
最
優
秀
賞
】　　
　
　
　

　

伊
藤
早
紀（
下
里
中
学
校
３
年
）

　
【
特
別
賞
】

　

大
野
沙
絵（
下
里
中
学
校
３
年
）

　
【
優
秀
賞
】

　

宇
佐
美
裕
子
（
下
里
中
学
校
３

年
）
▽
大
橋
恭
葉
（
同
校
１
年
）

▽
山
崎
愛
（
南
中
学
校
２
年
）
▽

圷
瑛
人
（
西
中
学
校
１
年
）
▽
杉

浦
洸
（
第
九
小
学
校
６
年
）
▽
斉

藤
蒼
梨
（
第
三
小
学
校
５
年
）
▽

田
嶋
梓
（
同
校
４
年
）

　
【
佳
作
】

　

松
崎
仁
美
（
南
中
学
校
２
年
）

▽
小
峰
梓
、
住
吉
礼
圭
（
西
中
学

校
１
年
）
▽
清
水
和
弥
（
同
校
２

年
）
▽
貫
井
政
人
、
佐
々
木
智
歩
、

阿
部
真
奈
美
、
池
田
美
樹
（
下
里

中
学
校
３
年
）
▽
松
坂
尚
樹
、
山

仲
芳
和
（
同
校
２
年
）
▽
小
泉
諒

（
同
校
１
年
）
▽
佐
々
木
将
文
（
第

三
小
学
校
６
年
）▽
松
下
和
樹（
同

校
４
年
）
▽
和
田
彩
由
美
、
嘉
藤

憲
史
（
同
校
３
年
）
▽
嶋
崎
奈
緒

美
、
島
崎
智
明
（
第
九
小
学
校
６

年
）
▽
都
築
静
住
（
同
校
５
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
省
略
】

防 
火 
管 
理 
講 
習 
会 
を

実

施

し

ま

す

　

一
定
の
規
模
以
上
の
人
員
を
収

容
す
る
建
物
ま
た
は
施
設（
店
舗
・

飲
食
店
・
病
院
等
で
収
容
人
員
が

　

人
以
上
の
施
設
ま
た
は
共
同
住

３０

宅
・
事
務
所
等
で
収
容
人
員　

人
５０

以
上
の
施
設
）
の
所
有
者
や
管
理

者
は
、
本
人
ま
た
は
監
督
的
な
地

位
に
あ
る
一
定
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
方
を
「
防
火
管
理
者
」
と
し

て
選
任
し
、
消
防
署
長
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
消
防
法

第
８
条
）。こ
の
一
定
の
資
格
の
一

つ
が
、
防
火
管
理
資
格
者
講
習
を

受
講
す
る
こ
と
で
す
。

　

東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
次
の

通
り
防
火
管
理
者
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

　

▼
日
程　
　

月
３
日
（
水
）・
４

１２

日
（
木
）
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

　

▼
会
場　

東
久
留
米
消
防
署

　

▼
講
習
の
種
類　

甲
種
防
火
管

理
者
資
格
講
習

　

▼
対
象　

市
内
在
勤
･
在
住
の

方
　

▼
定
員　
　

名
５０

　

▼
費
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
実
費
）

　

申
し
込
み
は　

月
４
日
（
火
）

１１

〜　

日（
土
）に
、
写
真
２
枚（
脱

１５
帽
・
無
背
景
、縦
３
㌢
㍍
×
横
２
・

４
㌢
㍍
）と
印
鑑
を
持
参
し
、直
接

消
防
署
予
防
課
指
導
調
査
係
へ
。

防
火
管
理
実
務
講
習
会

を

実

施

し

ま

す

　

消
防
法
令
の
改
正
に
伴
う
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
日
程　
　

月　

日
（
水
）
午

１１

１２

前　

時
〜
正
午

１０

　

▼
会
場　

中
央
公
民
館

　

詳
し
く
は
消
防
署
予
防
課
指
導

調
査
係
へ
。

戦
没
者
の
父
母
等
の
皆
さ
ん
へ

　
　

特
別
給
付
金
の
手
続
き
は

　
　

お
済
み
で
す
か

冬 
の 
訪 
れ 
を 
前 
に
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
【
不
快
な
ス
ト
レ
ス
は
悪
玉
】不

快
な
ス
ト
レ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
（
胃
か
い
よ
う
、
高
血
圧
、
心

筋
梗
塞
〈
こ
う
そ
く
〉、
動
脈
硬
化

等
）
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り

ま
す
。
自
分
自
身
で
ス
ト
レ
ス
を

情　

報
保

国

神
的
な
余
裕
を
も
た
ら
し
ま
す
。

睡
眠
が
不
足
す
る
と
、
体
に
疲
労

感
が
生
じ
た
り
、
情
緒
を
不
安
定

に
さ
せ
た
り
し

て
健
康
を
害
し

ま
す
。十
分
な
睡

眠
で
快
適
な
毎

日
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
①
ぬ

る
め
の
お
湯
で
ゆ
っ
く
り
入
浴
②

規
則
正
し
い
食
生
活
③
寝
室
は
や

わ
ら
か
な
照
明
で
④
寝
る
直
前
に

は
テ
レ
ビ
を
見
な
い
で

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
「
所
得
控
除
」
の

対
象
と
な
り
ま
す

　
　

年
度
中
に
納
め
た
国
民
年

１５
金
の
保
険
料
は
、
扶
養
家
族
の

分
を
含
め
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
忘
れ
ず
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

納
め
た
金
額
は
領

収
証
書
ま
た
は
口
座
振
替
済
通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も

し
紛
失
な
ど
し
て
金
額
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
武
蔵
野
社
会

保
険
事
務
所
�
０
４
２
２
・

　

・
１
４
１
１
へ
。

５６障
害
を
お
持
ち
の
方
が　

歳
２０

に
な
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎

年
金
の
請
求
が
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
は　

歳
か
ら
加
入

２０

が
必
要
で
す
が
、
障
害
の
原
因

と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い

て　

歳
ま
で
に
医
師
の
診
断
を

２０
受
け
、　

歳
を
過
ぎ
て
な
お
一

２０

定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

方
は
請
求
に
よ
り
次
の
額
の
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

▽
一
級
＝　

万
６

９９

３
０
０
円

　

▽
二
級
＝　

万
７

７９

０
０
０
円

　

な
お
本
人
に
所
得

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

金
額
に
応
じ
て
支
給
が
制
限
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
�　

・
７
７
３
３
へ

７０

を
限
度
）
が
標
準
料
金
か
ら
補
助

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。国

保
と
交
通
事
故

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
受
け
た
傷
病
の
医
療
に

国
保
を
使
う
と
き
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
届

け
出
に
よ
り
国
保
で
は
、
一
時
的

に
医
療
費
を
立
て
替
え
て
支
払
い
、

後
で
被
害
者
に
代
わ
っ
て
加
害
者
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�
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�
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�
�
�
�
�
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▼
定
員　

１
６
０
名

　

※
保
育
（
２
歳
以
上
就
学
前
・

事
前
予
約
制
）、
手
話
通
訳
付
き
。

　

詳
し
く
は
生
活
文
化
課
（
内
線

２
４
３
３
）
へ
。

　　　防火ポスター
〈最優秀賞〉伊藤早紀さん
（下里中学校３年）の作品

　
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る

特
別
給
付
金
」第
十
四
回
を
号（　
７５

万
円
）
の
手
続
き
は
、

　

月
１
日
（
月
）
で

１２終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
戦
没
者
の

子
・
兄
弟
姉
妹
は
こ

の
給
付
金
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
請
求
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
福
祉
総
務
課
（
市
役
所

１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務

課
庶
務
係
（
内
線
２
５

１
２
）
ま
た
は
東
京
都

福
祉
局
指
導
援
護
課
�

　

・
５
３
２
０
・
４
０

０３

７
７
へ
。

 
会
員
募
集 

　

◆
墨
華
書
道
会　

月
２
回
、
木
曜

日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、
中
央
公
民

館
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し

く
は
鈴
木
�　

・
７
８
０
４
へ
。

２２

　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ　

毎
月
隔
週
月
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９

時
と
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
、
主
に
福
祉
会

館
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費

月
３
５
０
０
円
。（
社
）
作
曲
家
協
会

の
講
師
と
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
楽
し

く
練
習
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

保
谷
�　

・
７
０
９
８
（
午
後
８
時

６２

以
降
）
へ
。

　

◆
東
久
留
米
レ
デ
ィ
ー
ス
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ　

毎
週
火
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
東
久
留
米
ゴ
ル
フ
セ
ン

タ
ー
（
本
町
三
丁
目
）
で
。
入
会
金

２
０
０
０
円
、
会
費
半
年
１
万
円
。

月
１
回
プ
ロ
の
レ
ッ
ス
ン
、
年
４
回

コ
ン
ペ
（
自
費
）
有
り
。
詳
し
く
は

西
山
�　

・
１
２
２
９
へ
。

７１

　

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
火
曜
会　

毎

週
火
曜
日
の
午
前
９
時　

分
〜　

時

５５

１１

　

分
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
会

４５費
月
１
５
０
０
円
。
世
界
の
国
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
の
踊
り
。
詳
し
く
は

小
室
�　

・
５
５
２
４
へ
。

７５

　

◆
大
正
琴
和
（
な
ご
み
）
会　

①

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
の
午
後
６

時
半
〜
８
時
半
、
前
沢
集
会
所
②
毎

月
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
５
時
、
市
民
生
活
館
③
毎
月

第
１
・
第
３
土
曜
日
の
午
後
２
時
〜

４
時
、
滝
山
一
丁
目
で
。
会
費
月
２

０
０
０
円
か
ら
。
指
導
者
育
成
コ
ー

ス
も
有
り
。
詳
し
く
は
樋
口
�　

・
７４

０
５
１
８
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
ポ
コ
・
ア
・
ポ
コ
）

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後

１
時
〜
４
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
ポ
ッ
プ
ス
中
心
。
詳
し

く
は
川
名
�　

・
０
１
４
１
（
夜
間
）

２５

へ
。

　

◆
少
年
野
球
（
八
幡
町
ス
ピ
リ
ッ

ツ
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
第
一
小

学
校
ほ
か
で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。

小
学
生
。
見
学
・
体
験
歓
迎
。
詳
し

く
は
中
谷
（
な
か
や
）
�　

・
７
１

７３

０
６
へ
。

の
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、
成
美
教

育
文
化
会
館
で
。
入
会
金
２
０
０
０

円
、
会
費
１
回
１
５
０
０
円
。
ポ
ッ

プ
ス
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
等
。
初
心
者
歓

迎
。
詳
し
く
は
関
�　

・
７
２
２
２

７２

へ
。

　

◆
Ｆ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ　

毎
週
火
曜

日
の
午
後
２
時
間
、
柳
泉
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

硬
式
テ
ニ
ス
。
中
高
年
以
上
。
ゲ
ー

ム
の
で
き
る
方
。
詳
し
く
は
藤
原
�

　

・
７
２
９
６
へ
。

７５ 
催　
　

し 

　

◆
家
事
と
家
計
の
講
習
会
（
武
蔵

野
友
の
会
）　　

月　

日
（
金
）
が
福

１１

１４

祉
会
館
・　

日
（
火
）
が
東
部
地
域

１８

セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

〜　

時
半
。
受
講
料
３
５
０
円
。
託

１１
児
有
り（
要
予
約
、託
児
料
２
０
０
円
）。

詳
し
く
は
小
沢
�　

・
０
５
５
５
へ
。

７６

　

◆
社
会
福
祉
法
人
竹
恵
会
開
設
記

念
「
け
ん
ち
の
里
祭
り
」　　

月
８
日

１１

（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時
、
け
ん

１０

ち
の
里
（
下
里
四
丁
目
）
で
。
作
品

展
示
・
模
擬
店
・
野
菜
市
場
・
バ
ザ
ー
・

介
護
相
談
。
詳
し
く
は
宇
都
宮
�　
・
７２

０
６
５
７
へ
。

　

◆
ち
ゅ
う
お
う
保
育
園
バ
ザ
ー

（
同
園
父
母
会
）　　

月　

日
（
日
）
午

１１

１６

前　

時
〜
午
後
１
時
、
ち
ゅ
う
お
う

１１
保
育
園
で
。
雨
天
決
行
。
子
ど
も
古

着
や
新
品
雑
貨
、
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
、

子
ど
も
縁
日
な
ど
。
詳
し
く
は
武
田

�
０
９
０
・
１
４
３
８
・
１
７
４
１

へ
。

　

◆
第
３
回
久
米
マ
リ
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
東
久
留
米
市

歌
謡
同
好
会
）　　

月　

日
（
祝
）
午

１１

２３

前　

時
開
演
（　

時
半
開
場
）、
保
谷

１１

１０

こ
も
れ
び
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
西
東
京

市
中
町
一
丁
目
）で
。入
場
無
料
。地
域

の
社
会
福
祉
協
議
会
・
三
宅
島
へ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
。
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
民
舞
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
等
。
プ
ロ
歌
手
多
数
参
加
有
り
。

詳
し
く
は
有
田
�　

・
６
２
２
６
へ
。

７１

　

◆
は
く
さ
ん
保
育
園
バ
ザ
ー
（
同

園
父
母
の
会
）　　

月　

日
（
祝
）
午

１１

２３

前　

時
〜
午
後
２
時
、
は
く
さ
ん
保

１１
育
園
で
。
新
品
同
様
の
雑
貨
も
募
集

中
。
詳
し
く
は
武
居
�　

・
９
６
４

７３

３
へ
。

日のつどい」

15. 11.  1

　市では、来年１月１２日に中

で、恒例の「成人の日のつ

います。　　

　対象となる方は、昭和５８年

～昭和５９年４月１日に生まれ

案内状は、１２月１日現在住民

に１２月上旬ごろ送付する予定

り、中学校の通学区域ごと

回目］＝正午から、久留米中
の各通学区域の方［２回目］
南中学校・大門中学校・中央

　詳しくは生涯学習課社会教

　

来
年
１
月
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
の
仕
組
み
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
申
し

込
み
順
に
よ
る
入
所
」
を
「
入
所

の
必
要
性
が
高
い
方
が
優
先
的
に

入
所
で
き
る
仕
組
み
」
に
変
更
し

ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で

は
入
所
の
運
営
基

準
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
優
先
度
に

つ
い
て
は
、
本
人

の
要
介
護
度
や
心

身
の
状
況
、
介
護

者
の
状
況
な
ど
を
基
に
各
施
設
が

設
置
し
た
入
所
検
討
委
員
会
で
審

 
勤    
労    
市    
民     

    
共 
済 
会 
と 
は 

　

市
内
中
小
企
業
の
勤
労
者
と
事

業
主
の
方
を
会
員
と
し
て
、
福
利

厚
生
事
業
の
充
実
や
慶
弔
、
共
済

等
の
給
付
を
行
っ
て
い
る
勤
労
者

福
祉
の
団
体
で
す
。
市
役
所
内
に

事
務
局
が
あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
た
め
に
安

心
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
運
営
の

仕
組
み
は
左
図
の
通
り
で
す
。

　

加
入
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
魅

力
的
な
職
場
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

　

特

典　

　
【
福
利
厚
生
事
業
】①
宿
泊
施
設

や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
安
く
利
用
で

き
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
で
き
ま
す
。
宿
泊
費
の
補

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針

と
な
る
第
３
次
長
期
総
合
計
画
の

中
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

方
を
一
か
ら
考
え
て
い
く
会
を
開

催
し
ま
す
。
会
議
の
詳
細
は
次
号

に
掲
載
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
程　
　

月　

日
（
土
）
午

１１

２９

後
２
時
〜
５
時

　

▼
場
所　

市
役
所
７
階
７
０
１

会
議
室　
　

　

▼
出
席
予
定
者　

市
長
・
助
役

ほ
か　

　

詳
し
く
は
同
会
事
務
局（
内
線
２
５
２
５
）へ
。

助
（
会
員
の
方
が
一
泊
以
上
の
旅

行
を
し
た
と
き
、
年
度
１
回
２
５

０
０
円
の
補
助
）
が
受
け
ら
れ
ま

す
②
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
割
引
利
用

（
西
武
園
遊
園
地
の
フ
リ
ー
パ
ス

券
が
一
人
４
０
０
円
〈
夏
季
８
０

０
円
〉。東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

＆
シ
ー
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
カ
ー

ド
と
特
別
利
用
券
の
併
用
で
大
人

９
０
０
円
、
子
ど
も
８
０
０
円
の

割
引
）
③
勤
労
市
民
共
済
会
が
行

う
日
帰
り
・
宿
泊
バ
ス
ツ
ア
ー
、

観
劇
等
費
用
の
一
部
を
助
成
（　
１５

年
度
の
主
な
事
業
は
、
潮
干
狩
り

と
大
江
戸
温
泉
物
語
、
蔵
王
エ

コ
ー
ラ
イ
ン
と
遠
刈
田
温
泉
、
帝

国
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

と
銀
座
散
策
、
三
崎
買
い
出
し
と

マ
グ
ロ
づ
く
し
料
理
）

　
【
生
活
資
金
融
資
事
業
】勤
労
市

民
共
済
会
生
活
資
金
融
資
制
度
が

利
用
で
き
ま
す
。
①
融
資
金
額
＝

１
０
０
万
円
以
内
②
融
資
利
率
＝

年
１
・　

�
③
償
還
期
間
は
５
年

８３

以
内
④
使
途
＝
教
育
・
医
療
・
冠

婚
葬
祭
・
物
品
購
入
・
住
宅
補
修
・

そ
の
他
生
活
に
必
要
な
資
金
を
必

要
と
す
る
場
合

　
【
共
済
給
付
事
業
】右
表
の
通
り

　
【
健
康
管
理
】人
間
ド
ッ
ク
＝　
３０

歳
以
上
の
会
員
で
年
度
１
回
、
検

診
料
の　

�
の
利
用
補
助
が
受
け

３０

ら
れ
ま
す
（
上
限
１
万
５
０
０
０

円
）

　

加

入

資

格　

　

①
市
内
の
中
小
企
業
（
従
業
員

が
３
０
０
人
以
下
の
個
人
ま
た
は

法
人
事
業
所
）
に
勤
務
す
る
勤
労

者
と
そ
の
事
業
主
②
市
内
居
住
者

で
、
市
外
に
所
在
す
る
中
小
企
業

に
勤
務
す
る
勤
労
者
。
い
ず
れ
も

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
方
も
加
入
で
き

ま
す

　

会

費　

　

一
人
に
つ
き
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
額
４
０
０
円
。

査
を
行
い
、
優
先
度
の
高
い
順
に

入
所
選
考
者
名
簿
を
作
成
し
、
施

設
長
が
入
所
を
決
定
し
ま
す
。

　
【
入
所
対
象
者
】
要
介
護
１
〜

５
と
認
定
さ
れ
て
い
る
方
で
、
常

時
介
護
を
必
要
と
し
、
在
宅
で
の

介
護
が
困
難
な
方

　
【
入
所
申
し
込
み
】
施
設
見
学

の
際
に
、入
所
申
込
書
兼
調
査
書
・

被
保
険
者
証
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
表

を
、
直
接
市
の
協
力
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
所
申
込
書
兼
調
査
書

に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
変
更
届
け
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

　
【
東
久
留
米
市
の
協
力
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
】
市
内
＝
け
ん
ち

の
里
、
シ
ャ
ロ
ー
ム

東
久
留
米
、
マ
ザ
ア

ス
東
久
留
米
▽
市
外

＝
や
す
ら
ぎ
の
園

（
小
平
市
）、
多
摩
の

里
む
さ
し
の
園
（
羽

村
市
）

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
（
内
線

２
５
５
４
）
へ
。

　
　

月　

日
（
土
）
に
中
央
公
民

１２

１３

館
を
会
場
と
し
て
、
に
ぎ
や
か

カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

み
ん
な
が
主
人
公
に
な

り
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽

し
む
集
い
で
す
。

　

当
日
の
カ
ー
ニ
バ
ル
を

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び

実
行
委
員
の
方
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
さ
い
わ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
�　

・
２
７
１
１
へ
。　

７７

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
�　

・
７０

７
７
４
７
お
よ
び
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

い
の
ち
か
が
や
け

第　

回
障
害
児
（
者
）

２３
作

品

展
・
活

動

展

ま
す

自
分
自
身
で
ス
ト
レ
ス
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
上
手
に
付

き
合
い
ま
し
ょ
う
①
安
心
で
き
る

居
場
所
を
持
ち
ま
し
ょ
う
②
好
き

な
こ
と
を
見
つ
け
て
楽
し
く
③
趣

味
や
旅
行
で
気
分
転
換
を

快
適
な
睡
眠
で
休
養

た

っ

ぷ

り

！

　

睡
眠
は
、
体
を
休
め
る
ほ
か
精

は
テ
レ
ビ
を
見
な
い
で

特  
約  
保  
養  
施  
設
を

設

け

て

い

ま

す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
健

康
維
持
・
増
進
を
目
的
と
し
て
、

特
約
保
養
施
設
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、

大
人
一
泊
３
０
０
０
円
、
子
ど
も

一
泊
２
０
０
０
円
（
年
２
泊
〈
回
）

後
で
被
害
者
に
代
わ
っ
て
加
害
者

に
医
療
費
を
請
求
し
ま
す
。

　

国
保
へ
届
け
出
を
す
る
前
に
示

談
を
し
た
り
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
し
た
場
合
、
ま
た
国
保
へ
届

け
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
国
保
が

使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

　

次
代
を
担
う
青
少
年
が
、
非
行

に
陥
る
こ
と
な
く
、
健
や
か
に
育

つ
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
活
動
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

各
中
学
校
地
区
青
少
年
問
題
協

議
会
で
は
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や

野
外
活
動
等
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
（
内
線
２
４
１
２
）
へ
。
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市
内
在
住
の
障
害
児
（
者
）
の

皆
さ
ん
の
絵
画
・
工
作
・
陶
器
な

ど
の
展
示
お
よ
び
市
内
施
設
・
団

体
の
活
動
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
も
、

市
内
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
同
時
に
、
魂
の
こ
も
っ
た
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
時　
　

月
８
日
（
土
）
が

１１

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
、
９
日

（
日
）・　

日
（
月
）
が
両
日
と
も

１０

午
前　

時
〜
午
後
５
時
、　

日

１０

１１

（
火
）
が
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

▼
会
場　

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

お
よ
び
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

　

▼
実
施
主
体　

社
会
福
祉
協
議

会
　

▼
運
営　

東
久
留
米
市
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
市
手
を
つ

な
ぐ
親
の
会
・
中
野
�　

・
６
８

７５

０
９
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
総
務
係
�　

・
０

７１

２
９
４
（
フ
ァ
ク
ス　

・
４
５
４

７６

５
）
へ
。
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共済給付事業一覧表
共済給付金額共　　済　　事　　由種　別

１０，０００円会員の結婚

祝　　　金

６，０００円会員の子の出生

５，０００円小学校入学会員の子の
就　　　学 ５，０００円中学校入学

５，０００円会員の成人

５，０００円会員の還暦

１０，０００円会員の古希

１０，０００円休業　　１４日以上

傷病見舞金

１５，０００円休業　　３０日以上

２０，０００円休業　　６０日以上

２５，０００円休業　　９０日以上

３０，０００円休業　　１２０日以上

９００，０００円交通事故の死亡

７０歳以下

死亡弔慰金

５００，０００円不慮の事故死亡

３００，０００円その他の死亡

７５０，０００円交通事故の死亡

７１歳以上 ３５０，０００円不慮の事故死亡

１５０，０００円その他の死亡

５０，０００円配偶者

１０，０００円子

７，０００円親

６０万～２４，０００円交通事故
重度障害・

障害見舞金
２０万～８，０００円不慮の事故

８０，０００円その他の重度障害

２０万～８，０００円火災等による災害
住宅災害

見　舞　金
６万～２，０００円自然災害

１０，０００円同居親族の死亡

へ

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
秀
東
会
）　

毎
月
第

２
・
第
４
木
曜
日
の
①
午
前　

時
〜

１０

正
午
②
午
後
１
時
〜
３
時
、
い
ず
れ

も
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

女
性
。
詳
し
く
は
宮
川
�　

・
７
４

７１

６
７
へ
。

　

◆
ひ
ば
り
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会　

毎

月
第
１
・
第
３
月
曜
日
の
①
午
後
１

時
〜
３
時
半
②
午
後
３
時
半
〜
５
時

③
午
後
７
時
〜
９
時
半
、
い
ず
れ
も

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５

０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は

斉
木
�　

・
２
８
２
９
へ
。

７４

　

◆
易
し
く
詳
し
い
万
葉
集
の
購
読

（
せ
み
ど
の
会
）　

毎
月
第
２
・
第
４
日

曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
中
央
図

１０

書
館
で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。
見

学
自
由
。
詳
し
く
は
上
田
�　

・
８

７５

１
８
７
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
シ
ル
エ
ッ
ト
）　

毎
週
火
曜
日
の
午
後
６
時
〜
７
時
半

が
初
級
、
午
後
７
時
半
〜
９
時
が
中

級
、
い
ず
れ
も
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
伊
藤
�　
・
７２

５
５
７
４
へ
。

　

◆
子
供
の
た
め
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

（
東
久
留
米
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
）　

月

３
回
、
①
月
曜
日
の
午
後
５
時
半
〜

７
時
半
が
第
二
小
学
校
体
育
館
で
。

会
費
月
４
４
０
０
円
。
小
学
３
年
生

〜
中
学
生
②
水
曜
日
の
午
後
５
時
〜

６
時
が
第
六
小
学
校
体
育
館
で
。
会

費
月
３
３
０
０
円
。
小
学
生
。
詳
し

く
は
井
手
�　

・
４
９
５
０
へ
。

７８

　

◆
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
（
し
お
ん
ク

ラ
ブ
）　

毎
週
月
曜
日
が
本
村
小
学

校
体
育
館
で
、
金
曜
日
が
西
中
学
校

体
育
館
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

未
経
験
者
・
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
歓

迎
。
詳
し
く
は
小
野
�　

・
７
９
２

７４

９
へ
。

　

◆
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
ダ
ン
ス

（
ラ
・
ク
ン
パ
ル
サ
）　

毎
週
土
曜
日
の

午
前　

時
〜
正
午
、
貸
し
ホ
ー
ル
（
東

１０

久
留
米
駅
北
口
か
ら
徒
歩
３
分
）
で
。

施
設
使
用
料
１
回
５
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
富
�
�　

・
９

７２

４
２
１
へ
。

　

◆
エ
ー
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ　

毎
週

木
曜
日
の
午
前
、
滝
山
周
辺
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
岩
田
�　
・
５１

３
３
５
４
へ
。

　

◆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
（
ス
マ
イ

ル
成
美
）　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

へ

　

◆
暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会
（
東

京
第
一
友
の
会
南
沢
方
面
）　　

月
１１

　

日
（
火
）
が
住
吉
公
民
館
（
西
東

１１京
市
住
吉
町
六
丁
目
）、　

日
（
木
）

１３

が
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
（
西
東
京
市

ひ
ば
り
が
丘
二
丁
目
）
で
、
い
ず
れ

も
午
前　

時
〜
正
午
。
受
講
料
３
０

１０

０
円
。
保
育
有
り
（
要
予
約
、
お
や

つ
付
き
２
５
０
円
）。
食
事
・
家
計
・

育
児
の
こ
と
な
ど
役
立
つ
お
話
。
共

に
学
び
、
暮
ら
し
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
川
島
�　
・
７８

１
５
８
６
へ
。

　

◆
は
ち
ま
ん
保
育
園
バ
ザ
ー
（
同

園
父
母
会
）　　

月
９
日
（
日
）
午
前

１１

　

時
半
〜
午
後
１
時
半
、
は
ち
ま
ん

１０保
育
園
で
。
雨
天
決
行
。
詳
し
く
は

同
園
�　

・
７
９
３
０
へ
。

７３

　

◆
第
５
回
ク
リ
ス
マ
ス
・
バ
ザ
ー

（
Ｇ
・
マ
チ
ュ
ー
ル
）　　

月　

日（
休
）

１１

２４

午
前　

時
〜
午
後
６
時
、
ス
ペ
ー
ス

１０

１
０
５
で
。
か
わ
い
い
手
作
り
ク
リ

ス
マ
ス
品
の
展
示
。
詳
し
く
は
本
多

�　

・
３
６
４
８
へ
。

７３

　

◆
東
久
留
米
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
東
久
留
米
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
）

　
　

月　

日
（
祝
）・　

日
（
日
）、　

１１

２３

３０

１２

月
７
日
（
日
）・　

日
（
日
）、
市
内
中

１４

学
校
・
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。

参
加
費
１
万
円
（
協
会
加
盟
費
別
途

有
り
）。
詳
し
く
は
五
十
嵐
�　

・
２

７０

９
２
１
へ
。

　

◆
ソ
レ
イ
ユ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト　
　

月
９
日
（
日
）
午
後
２

１１

時
開
演
（
１
時
半
開
場
）、
保
谷
こ
も

れ
び
ホ
ー
ル
（
西
東
京
市
中
町
一
丁

目
）で
。入
場
料
１
０
０
０
円
。曲
目
は

「
荒
城
の
月
」・「
さ
と
う
き
び
畑
」・「
自

由
へ
の
讃
歌
」
ほ
か
。
ゲ
ス
ト
は
テ

ノ
ー
ル
歌
手
の
五
郎
部
俊
朗
氏
。
詳

し
く
は
山
口
�　

・
８
８
８
３
へ
。

５３

　

◆
房
総
の
森
（
東
京
大
学
演
習
林
）

と
海
の
バ
ス
ツ
ア
ー
（
森
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）　　

月　

日
（
金
）
午
前
７

１１

２８

時
市
役
所
前
出
発
、　

日
（
土
）
夕

２９

方
帰
着
。
参
加
費
１
万
４
０
０
０
円

（
１
泊
２
食
バ
ス
代
等
含
む
）。申
し
込

み
と
詳
し
く
は
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
南
沢
５
ノ　

ノ
６
、
竹
崎
�

１３

　

・
５
９
３
２
（
フ
ァ
ク
ス
同
）
へ
。

６３ 
そ　
の　
他 

　

◆
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集
（
東
久
留

米
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
）　

月
３
回
、
日
曜
日
。

　

歳
以
上
。
詳
し
く
は
福
地
�　

・

１８

７２

７
２
９
２
へ
。
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「成人の日

小
さ
な
掛
け
金
で
大
き
な
特
典

　
　

東
久
留
米
市
勤
労
市
民
共
済
会
に

　
　

入
り
ま
せ
ん
か
！
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月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

１１


